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管
理
指
導

去
る
十
月
十
五
日
中
央
公
民
館

に
お
い
て
就
学
前
の
大
事
な
時
期

に
あ
た
る
五
歳
児
の
健
診
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

ζ

の
健
診
は
、
就
学
前
の
今
の

時
期
に
病
気
等
の
早
期
発
見
を
し
、

治
療
を
心
が
け
て
い
た
だ
こ
う
と

今
年
度
か
ら
始
め
ら
れ
た
事
業
で

当
日
は
身
長
や
体
重
の
測
定
、
歯

科
、
眼
科
、
内
科
の
検
診
な
ど
身

体
面
の
発
育
が
順
調
に
い
っ
て
い

る
ば
か
り
で
な
く
、
子
ど
も
を
育
て

て
い
く
上
で
の
お
母
き
ん
方
の
悩

み
も
聞
き
指
導
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

町の人口

1 0月1日現在

4.3 8 3人

2.3 9 6戸

4.4 3 3人

8.8 1 6人

男

女

言十

世帯数



@年度の決算状況
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(2) 報広町和昭

税

46，086万円

31%  

町

千
七
百
万
円
が
黒
字

当
初
十
二
億
二
、
八
七
二
万
円
の

一
般
会
計
予
算
は
、
町
税
、
地
方
交

付
税
な
ど
で
二
億
七
、
八
八
三
万
円

が
増
額
と
な
り
、
決
算
収
入
額
は
十

五
億
七
五
五
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
支
出
額
は
十
四
億

九、

O
五
三
万
円
で
、
差
し
引
き
一
、

七
O
二
万
円
が
五
十
六
年
度
に
繰
越

さ
れ
ま
し
た
。

地方交付税

3 6，595万円

24% 

!畠

置理圏・

順
調
に
伸
び
る
町
税

町
債
は
一
億
三
千
万
円

そ
れ
で
は
、
町
の
収
入
(
歳
入
)

の
内
訳
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

町
税
日
歳
入
の
三

O
%を
占
め
る

町
税
は
、
乙
乙
数
年
順
調
に
伸
び
、

昨
年
と
比
較
し
て
見
て
も
実
に
一
一
一
一
一

・
五
角
八
、
七
六

O
万
円
が
増
収
と

な
っ
て
い
ま
す
。
乙
の
主
な
も
の
は

町
民
税
四
、
一
七
二
万
円
、
固
定
資

産
税
三
、
五
五

O
万
円
、
電
気
税
一
、

二
O
八
万
円
な
ど
で
、
そ
の
他
に
お

い
て
も
順
調
な
伸
び
を
示
し
て
い
ま

す。
地
方
交
付
税
リ
国
が
国
税
を
町
の

財
政
事
情
K
応
じ
て
配
分
す
る
も
の

で
、
今
年
度
は
三
億
六
、
五
九
五
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
と
比
較
し
て
見
て
、
三

O
O

万
円
ぐ
ら
い
減
と
な
り
ま
す
が
、
乙

れ
は
町
税
の
伸
び
た
た
め
に
よ
る
も

の
で
す
。

繰
入
金
H
前
年
と
同
様
繰
入
金
は

多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
乙
れ
は
継

続
事
業
で
あ
る
庁
舎
建
設
事
業
費
の

充
当
分
で
、
今
年
度
は
一
億
四
、
五

九
八
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

圏
・
県
支
出
金
日
町
が
事
業
を
行

う
場
合
に
、
国
や
県
が
事
業
費
の
一

部
を
助
成
す
る
も
の
で
、
今
年
度
は

国
か
ら
一
億
三
、
七
四
二
万
円
、
県

か
ら
九
、

O
八
四
万
円
が
助
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

国
庫
支
出
金
は
、
昨
年
よ
り
三
、

七
O
O万
円
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が

こ
れ
は
、
ほ
と
ん
ど
が
公
営
住
宅
建

設
費
の
増
に
よ
る
も
の
で
す
。

町
債
H
事
業
に
あ
て
る
た
め
の
町

の
借
金
で
、
今
年
度
は
一
億
三
、
二

O
O万
円
を
借
り
ま
し
た
。

乙
の
主
な
も
の
は
、
地
方
病
溝
き

ょ
、
公
営
住
宅
、
庁
舎
建
設
、
道
路

建
設
事
業
費
等
に
あ
て
ら
れ
た
も
の

で
す
。



量調匝圃

近
代
的
庁
舎
が
完
成

学
校
教
育
の
充
実
や
環
境
整
備

報

次
に
、
み
な
さ
ん
の
税
金
が
ど
の

よ
う
な
も
の
に
使
わ
れ
た
か
見
て
み

ま
し
ょ
う
。

総
務
費

H
歳
出
の
二
七
%
を
占
め

る
総
務
費
は
、
ま
ず
第
一
民
昨
年
度

よ
り
継
続
事
業
の
庁
舎
建
設
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
総
工
費
四
億
六
、

0
0

0
万
円
の
う
ち
五
十
五
年
度
で
二
億

円
を
投
入
、
付
帯
工
事
と
と
も
に
八

月
末
日
に
完
成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

五
十
六
年
四
月
で
本
町
は
町
制
施
行

十
周
年
を
迎
え
る
た
め
、
こ
の
記
念

事
業
の
準
備
と
し
て
、
町
民
憲
章
、

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
制
定
、
こ
れ

に
町
制
要
覧
を
印
刷
し
全
家
庭
に
配

布
し
ま
し
た
。

乙
の
他
、
町
の
将
来
像
を
描
く
長

期
総
合
計
画
の
策
定
ゃ
、
町
内
危
険

箇
所
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
・
カ
ー
ブ
ミ

ラ
l
の
取
付
け
、
地
域
の
ふ
れ
あ
い

の
場
二
区
公
会
堂
建
設
用
地
購
入
な

ど
が
主
な
内
容
で
す
。

土
木
費

H
土
木
費
関
係
の
主
た
る

事
業
は
、
町
道
及
び
生
活
関
連
道
路

の
舗
装
改
良
整
備
を
始
め
、
町
営
住

宅
建
設
事
業
が
主
体
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
道
路
整
備
な
ど
の
関

係
だ
け
で
七
、

0
0
0万
円
を
支
出
。

特
に
、
中
央
道
全
線
開
通
を
間
近
に

控
え
、
幹
線
道
路
網
整
備
が
急
ピ
ッ

広町和昭(3) 

チ
で
進
ん
で
い
る
関
係
か
ら
、
乙
れ

に
付
随
す
る
通
学
路
な
ど
の
道
路
網

轄
橋
が
精
力
的
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
一
方
、
国
立
医
科
大
学
開
講

に
伴
う
昭
玉
線
道
路
改
良
事
業
も
今

年
度
か
ら
着
手
、
現
況
測
量
、
一
部

用
地
買
収
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

継
続
の
町
営
住
宅
は
、
ゆ
と
り
あ

る
近
代
的
住
宅
十
六
一
戸
を
建
設
、
一

億
三

0
0
0万
円
を
支
出
し
ま
し
た
。

教
育
費

H
ま
ず
小
学
校
関
係
で
は
、

体
育
館
な
ど
の
各
種
施
設
の
補
修
、

五
号
館
容
の
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
入
れ
替

え
や
教
材
費
購
入
。
中
学
校
関
係
で

は
、
旧
忠
子
校
舎
の
取
壊
し
、
新
校

舎
外
回
り
の
全
面
舗
装
な
ど
を
実
抱

し
て
、
学
校
教
育
の
充
実
を
図
り
ま

し
た
。社

会
教
育
関
係
で
は
、
ふ
る
さ
と

づ
く
り
運
動
の
一
環
と
し
て
、
押
越

な
ど
四
部
落
の
婦
人
会
に
助
成
金
を

支
給
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
級
な
ど
の

各
種
学
級
講
座
開
設
な
ど
が
主
な
事

業
で
す
。

民
生
費

H
民
生
費
は
一
億
五
、
二

三
二
万
円
を
支
出
致
し
ま
し
た
が
、

こ
の
う
ち
八
、
七

O
O万
円
は
、
町

内
四
保
育
園
の
乳
幼
児
一
二
七
名
の

撞
且
費
と
し
て
支
出
し
て
い
ま
す
。

乙
の
他
、
老
人
や
障
害
者
、
母
子

家
庭
の
福
祉
向
上
を
図
る
た
め
医
療

費
の
補
助
、
敬
老
の
日
を
機
に
老
人

に
給
付
金
の
支
給
、
障
害
者
や
母
子

家
庭
な
ど
の
慰
め
や
激
励
を
兼
ね
た

県
内
一
日
行
楽
な
ど
が
主
な
事
業
で

す。衛
生
費
リ
衛
生
費
の
主
た
る
事
業

は
、
風
土
病
対
策
の
溝
き
ょ
コ
ン
ク

リ
ー
ト
化
事
業
が
あ
が
り
ま
す
。
今

年
度
は
、
四
、
五
三
二
万
円
を
支
出

し
全
長
二
、
六
六
二
メ
ー
ト
ル
を
実

施
し
ま
し
た
。
長
い
間
実
施
し
て
き

た
こ
の
事
業
は
、
当
該
年
度
を
も
っ

て
新
設
分
の
施
工
は
な
く
な
り
、
こ

れ
か
ら
先
溝
き
ょ
の
補
修
事
業
の
み

と
な
り
ま
す
。

次
に
支
出
額
の
多
か
っ
た
事
業
は
、

組
合
運
営
し
て
い
る
ゴ
ミ
・
し
尿
の

処
理
負
担
金
で
三
、
六
一
二
万
円
で

す
。
こ
の
ほ
か
、
町
民
の
み
な
さ
ん

の
健
康
管
理
指
導
を
お
し
す
す
め
る

た
め
、
各
種
検
診
を
実
施
、
参
加
者

五
千
人
を
対
象
に
病
気
の
早
期
発
見

の
た
め
の
検
診
を
実
施
し
ま
し
た
。

公
債
費

U
町
が
い
ろ
い
ろ
な
事
業

を
す
る
た
め
園
や
県
か
ら
借
入
れ
た

お
金
の
返
済
で
、
今
年
度
返
済
額
は
%

q
d
 

一
億
一
、
六
二
七
万
円
、
昨
年
よ
り
円
一
る

二
二
%
増
と
な
り
ま
し
た
。
万
一
“

}
一
円

こ
の
返
済
事
業
の
主
な
も
の
は
、

o'
一万

a
a
z
-
n
d
 

小
・
中
学
校
建
設
を
始
め
、
公
営
住
』
一

μ

宅
、
都
市
下
水
路
、
地
方
病
溝
き
ょ
、
例
一

5

町
民
体
育
館
な
ど
で
、
今
年
度
か
ら
そ
一
暢

新
た
に
庁
舎
分
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
消 農

林
水
産
業
費
日
農
林
水
産
業
費

で
は
、
農
業
の
経
営
安
定
を
図
る
た

め
積
極
的
な
事
業
が
進
め
ら
れ
ま
し

た。
主
な
事
業
は
、
各
種
農
業
団
体
育

成
の
補
助
や
農
道
八
路
線
の
舗
装
改

良
、
中
島
地
区
な
ど
の
用
排
水
路
の

轄
橋
。
ま
た
、
水
田
利
用
再
編
対
策

事
業
と
し
て
、
目
標
達
成
し
た
農
家

に
町
単
独
の
補
助
金
支
給
な
ど
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

乙
の
他
継
続
の
地
籍
調
査
事
業
は
、

築
地
・
申
島
分
一
七

O
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
実
施
し
、
土
地
の
明
確
化
を
図
り

ま
し
た
。

費

41.065万円

27%  

務総

消
防
費
U
消
防
関
係
で
は
災
害
時

に
備
え
、
消
化
栓
設
置
箇
所
標
識
や

避
難
場
所
標
識
の
設
置
、
小
型
動
力

ポ
ン
プ
、
防
災
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
携

帯
用
無
線
機
な
ど
を
購
入
し
い
ざ
と

い
う
と
き
に
備
え
ま
し
た
。

そ

の

他

議
会
費
H
議
員
報
酬
、
議
会
活
動
費

な
ど
で
三
、
六
七
九
万
円
を
支
出
。

商
工
費
U
商
工
A
歪
再
成
強
化
費
と
し

て
三

O
八
万
円
を
支
出
。

諸
支
出
費
U
償
還
金
利
子
と
し
て
一

九
万
円
を
支
出
。

費

2 6.845万円

.1 8 % 

木土



(4) 

一
、
八
ツ
の
お
ろ
し
が
す
き
ぶ
日
も

双
葉
の
い
の
ち
も
え
る
土
地

ハ
ウ
ス
の
屋
根
の
温
か
き

み
の
り
の
里
よ
昭
和
町

光
か
が
や
く
陽
が
の
ぼ
る

二
、
釜
無
川
の
せ
せ
ら
ぎ
に

東
に
の
び
る
新
天
地

ひ
ら
く
灯
か
ざ
し
つ
つ

あ
た
ら
し
の
里
よ
昭
和
町

希
望
ふ
く
ら
む
陽
が
の
ぼ
る

串

き

ゅ

う

三
、
富
士
を
仰
き
て
朝
な
タ

ほ
ほ
え
み
か
わ
す
人
の
和
が

固
き
結
び
の
に
じ
を
か
け

平
和
の
里
よ
昭
和
町

和
九
州
に
栄
え
ん
陽
が
の
ぼ
る

。
報

町
制
十
周
年
を
-
記
念
し
て
、
制
定

を
進
め
て
き
た
町
の
歌
が
で
き
ま
し

た。
応
募
者
十
九
名
か
ら
お
寄
せ
い
た

だ
き
ま
し
た
歌
詞
を
ポ
リ
グ
ラ
ム
レ

コ
ー
ド
社
民
委
託
し
選
定
を
進
め
た

結
果
、
町
の
特
色
を
表
わ
し
、
曲
が

つ
け
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
、
飯
喰

出
身
の
小
沢
久
四
郎
さ
ん
の
次
の
歌

広町

昭
和
町
町
歌

和昭

私
だ
ち
の
愛
唱
軟
が
で
き
ま
し
た

詞
に
決
定
し
ま
し
た
。

作
曲
・
編
曲
は
、

N
H
K
の
童
謡

脅

し

な
ど
を
主
に
制
作
し
て
い
る
横
山
菩

児
先
生
に
お
願
い
し
、
親
し
み
ゃ
す

く
、
だ
れ
で
も
気
軽
に
歌
え
る
よ
う

作
ら
れ
て
い
ま
す
。

歌
を
掲
載
致
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

み
な
さ
ん
も
覚
え
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、

ζ

の
歌
の
発
表
は
十
一
月

二
十
二
日
の
文
化
祭
で
す
る
予
定
で

す
が
、
こ
の
前
に
は
各
家
庭
に
レ
コ

ー
ド
を
配
布
す
る
計
画
で
す
。
レ
コ

作詞

作曲

小沢久四郎

横山菩児

語

今7ρ札
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ド
裏
面
に
は
、
カ
ラ
オ
ケ
で
歌
え

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
家

庭
で
練
習
し
て
く
だ
さ
い
。

敬
称
略

入

選

小
沢
久
四
郎
(
飯
喰
出
身
)

川
崎
市
高
津
区
諏
訪
三
七

O

佳

作

保
坂
元
代
(
旧
性
海
野
・
押
越
出
身
)

甲
府
市
伊
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一
丁
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野
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千
代
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U り ーかがや く

地
域
の
消
費
者
問
題
解
決
の
た
め

活
躍
し
て
い
た
だ
く
、
井
戸
端
物
価

教
室
指
導
者
K
、
次
の
方
々
が
山
梨

県
知
事
か
ら
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

敬
称
略

上
河
東

上
向
東

小
笠
原
二
三
子

武
田
か
ほ
る

50名の国保

加
入

者
を

対
象

三
十
五
歳
か
ら
五
十
五
歳
ま
で
の

働
き
盛
り
の
方
を
対
象
に
、
総
合
健

康
診
断
(
人
間
ド

ッ
ク
)
の
希
望
者

を
左
記
日
程
で
募
集
し
ま
す
。
予
定

人
員
は
五
十
名
で
す
の
で
早
め
に
申

込
み
下
さ
い
。

0
対
象
者
国
保
被
保
険
者
で
一
一
一
十

五
歳
か
ら
五
十
五
歳
ま
で
の
男

女

0
費

用

二
八、

0
0
0円
(
県

補
助
八
、

0
0
0
円
、
町
補
助

一二、

0
0
0
円
自
己
負
担

八、

0
0
0
円
)

o検
査

日

十

一
月
二
十
四
日
、
二

十
六
日
、

三
十
日
、
十
二
月
二

日
、
四
日
)

o
受
検
場
所
山
梨
総
合
健
診
セ
ン

タ
i
(
甲
府
市
飯
田
三
了
目
一
一

l
四
四
)

0
そ
の
他

ω健
康
診
断
で
す
か
ら

現
在
病
気
療
養
中
の
方
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

ω検
査
は
一

日
か
か
り
ま
す
。

※
申
込
み
は
十
一
月
五
日
ま
で
で
す

の
で
、
希
望
者
は
役
場
保
健
課
へ
申

込
み
下
さ
い
。

園
国
国
園
回

展
示
即
売
を
行
い
ま
す

十
一
月
二
十
二
日
、
中
央
公
民
館

前
庭
に
お
い
て
、
第
十
八
回
昭
和
町

農
業
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
と
も
な
い
農
業
研
究
会
で

は
、
出
品
物
を
当
日
午
前
八
時
か
ら

帯
有
け
ま
す
。
農
家
の
み
な
さ
ん
、

日
頃
丹
精
乙
め
た
農
作
物
、
多
数
出

品
さ
れ
ま
す
よ
う
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。な

お
、
午
後
二
時
か
ら
は
こ
れ
ら

農
作
物
の
展
示
即
売
会
を
行
い
ま
す

の
で
、
町
民
の
み
な
さ
ん
お
お
い
に

参
加
く
だ
さ
い
。

手
話
ま
つ
り
が
関
か
れ
ま
す

「
広
げ
よ
う
、
伝
え
よ
う
、
共
感
の

輪
」
を
テ
l
マ
に
、
第
三
回
手
話
ま

つ
り
が
行
わ
れ
ま
す
。

日
時
十
一
月
十
五
日
午
前
十
時

ー
午
後
四
時

み
だ
い
体
育
セ
ン
タ
ー
(
県

社
会
福
祉
村
内
)

震



昭
和
五
十
七
年
度
は
、
法
律
K
基

登

録

者

は

次

の

方

々

で

す

。

づ

く

三

年

に

一

度

の

評

価

替

え

の

基

敬

称

略

準

年

度

に

当

り

ま

す

。

宮

崎

正

一

(

話

し

方

)

三

神

虞

光

麟

鰍

今

回

の

評

価

替

え

の

基

準

(

木

工

)

油

川

松

太

郎

(

洋

裁

)

一三

憾

と

な

る

本

県

の

基

準

地

の

野

沢

す

な

よ

(

和

裁

)

井

上

知

治

議

関

上
昇
割
合
は
、
宅
地
K
あ

十

月

六

日

午

前

十

一

時

よ

り

、

役

(

接

ぎ

木

)

河

西

幾

太

郎

(

農

事

)

謡

鰻

た

っ

て

は

二

六

%

、

農

地

場

二

階

会

議

室

に

お

い

て

「

こ

と

ぶ

名

執

富

士

男

(

わ

ら

細

工

)

坂

回

一
A
Q
E

烹
コ
設

フ

川市局
長
議

に

あ

っ

て

は

一

O

%

の

上

き

マ

ス

タ

ー

」

伝

達

式

が

行

わ

れ

ま

完

弘

(

健

康

)

井

上

貞

子

(

和

裁

)

議

繍

昇

と

な

り

手

。

ま

た

、

し

た

。

野

沢

敬

太

郎

(

彫

刻

)

堀

之

内

敏

縦
一

機

建

物

に

つ

い

て

も

約

二

五

こ

の

「

こ

と

ぶ

き

マ

ス

タ

ー

」

と

男

(

ダ

ン

ス

)

中

津

達

也

(

民

謡

)

縞

鰹

%

ア

ッ

プ

の

改

正

が

行

わ

は

、

長

年

の

経

験

か

ら

得

た

知

識

や

長

谷

川

明

夫

(

文

芸

)

井

口

伝

(

文

重

別

れ

ま

す

。

町

で

は

県

よ

り

蓄

な

ど

を

も

っ

た

六

十

五

歳

以

上

芸

)

井

口

久

代

(

文

芸

)

中

山

総
麟
燃

示

さ

れ

た

右

の

よ

う

な

上

の

お

年

奇

り

で

構

成

さ

れ

、

自

ら

の

寿

太

郎

(

盆

栽

)

深

沢

松

子

(

詩

澱

4
5型
足

し

た

が

っ

て

評

生

き

が

い

を

高

め

、

社

会

の

一

員

と

吟

)

桑

原

丑

寅

(

俳

句

)

山

田

轟

蹴

価

替

え

を

行

い

ま

す

が

、

し

て

の

役

割

を

担

い

な

が

ら

特

色

あ

襲

(

テ

ニ

ス

)

山

田

美

明

(

剣

然
生

急
激
な
上
昇
を

3

2

2

3

と
e

つ
く
り
に
霊
的
に
参
道
)
山
田
松
子
(
舞
踊
)
清
水

め

、

来

年

度

以

降

三

か

年

加

し

て

い

た

だ

乙

う

と

い

う

も

の

で

、

き

よ

の

(

詩

吟

)

一

二

神

良

子

(

絵

で

、

乙

の

割

合

に

到

達

す

る

よ

う

負

町

内

か

ら

は

三
十
六
名
が
委
嘱
さ
れ
画
)
柳
沢
八
十
一
(
短
歌
)
雨

担

調

整

措

置

が

講

じ

ら

れ

ま

す

。

ま

し

た

。

宮
惰
弐
(
郷
土
史
)
鷹
野
員
二
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川
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報広町和昭

-・・・・税の知識・....

(5) 

妻の座が大幅に優遇されました

三
十
六
名
に

こ
と
ぶ
き
マ
ス
タ
ー
証
交
付

(2) 

-民法の改正概要

1 配偶者の法定相続分の引上げ、直系尊属

または兄弟姉妹が相続となる場合の法定相

続が、次のように改正されました。

( )は改正前

(1) 配偶者と子が相続人

配偶者 2分の 1( 3分の 1) 

子 2分の 1( 3分の 2) 

配偶者と直系尊属が相続人

配偶者 3分の 2( 2分の 1) 

直系尊属 3分の 1( 2分の 1) 

配偶者と兄弟姉妹が相続人

配偶者 4分の 3( 3分の 2) 

兄弟姉妹 4分の 1( 3分の 1) 

(3) 

-居住用資産lま早めに贈与を

夫婦の間で次の要件にあてはまる贈与が行

われたときは、最高 1.0 0 0万円までの配偶

者控除が受けられます。

(1) その夫婦の婚姻期聞が 20年以上である

乙と。

(2) 贈与財産が居住用の土地家屋である ζ と

(居住用の土地家屋の購入資金の贈与も含

まれます)

(3) 贈与を受けた年の翼年 3月 15日までに

贈与を受けた土地家屋(または贈与を受け

た資金で取得した土地家屋)に実際に居住

し、その後も引続いて居住する見込みであ

る乙と。

この配偶者控除は一生K一度しか受けられ

ません。

※最近財産を相続する場合、特に農家などの

土地所有者は、相当額の相続税が予想されま

す。乙の制度を大いに活用して相続税の軽減

をお図りください。

柳
)
田
中
豊
蔵
(
短
歌
)
松
木

ミ
ツ
エ
(
舞
踊
)
河
田
ヨ
シ
コ
(
詩

吟
)
志
村
武
男
(
盆
栽
)
長
沼

忠
男
(
詩
吟
)
油
川
行
虞
(
・盆
新
)

細
田
康
幸
(
詩
吟
)
窪
田
た
ま
代

(
舞
踊
)
武
井
芳
恵
(
詩
吟
)

吉
田
橋
豊
吉
(
民
謡
)

OMV 
Oψ 。ψ

わ
た
し
た
ち
の
体
は
、
血
液
が
む

く
て
は
、
そ
の
生
命
を
維
持
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
と
い
っ
て
、
い

ざ
と
い
う
と
き
、
人
工
的
に
血
液
を

作
り
出
せ
る
か
と
い
う
と
、
も
ち
ろ

ん
答
え
は
「
ノ
l
」
で
す
。
手
術
や

治
療
に
欠
か
せ
な
い
輸
血
用
血
液
の

す
べ
て
は
、
献
血
K
頼
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
血
液
の
助
け
合
い
に

あ
な
た
も
参
〆
加
し
ま
し

F
っ。

十
一
月
四
日
に
は
移
動
採
血
車
が

本
町
を
訪
れ
ま
す
の
で
、

C
協
力
く

だ
さ
い
。

実
施
日
時
十
一
月
四
日
附

午
前
十
時
i
午
後
三
時

場
所
中
央
公
民
館
前
駐
車
場

門司出

西
条
二
区
の
相
原
弥
栄
子
さ
ん
は
、

町
内
身
障
者
の
方
々
の
た
め
に
使
っ

て
く
だ
さ
い
と
、
一
円
や
五
円
玉
で

貯
め
た
総
額
六
、
三
O
四
円
を
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。

献
血
に

ご
協
力
下
さ
い



(6) 

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

中
央
道
側
道
の
交
差
点

中
央
道
の
側
道
は
、
見
通
し
の
悪
い
ボ
ッ
ク
ス
や
既
存
道
路
と
の
交
差

が
多
く
、
交
通
事
故
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

先
日
に
は
、
死
亡
事
故
も
お
き
て
い
ま
す
の
で
利
用
者
は
十
分

K
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

報

事故多発地域の対応策を検討する関係者

(阿原地内〉

安
全
確
認
は
し
っ
か
り
と

が
開
通
し
て
い
な
い
た
め
、
危
険
標

中
央
道
の
側
道
は
、
全
線
が
開
通
示
や
ス
ピ
ー
ド
制
限
な
ど
の
交
通
標

し
て
い
な
い
も
の
の
迂
回
し
な
が
ら
識
の
取
付
け
が
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

通
行
で
き
る
た
め
、
朝
夕
の
ラ
ッ
シ
多
発
す
る
事
故
の
原
因
を
分
析
し

ュ
時
に
は
通
過
車
両
が
非
常
K
多
く
て
見
ま
す
と
、
側
道
は
直
線
で
ス
ピ

な

っ

て

い

ま

す

。

ー

ド

が

出

せ

る

の

と

、

ボ

ッ

ク

ス

か

乙
の
側
道
に
は
、
地
域
の
分
断
を
ら
の
車
が
安
全
確
認
を
怠
た
り
進
入

防
ぐ
た
め
、
町
内
だ
け
で
も
二
十
四
す
る
た
め
に
、
側
道
を
進
行
す
る
車

箪
所
の
ボ
ッ
ク
ス
が
設
け
ら
れ
て
お
が
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
す
ぎ
て
い
て
急

り
、
ボ
ッ
ク
ス
と
の
交
差
に
は
全
線
な
飛
び
出
し
に
間
に
合
わ
な
く
事
故

町

戦

後

ら

花

献

二

誓

る

午

族

の

が

に

を

の

祈

日

遺

菊

人

も

と

で

を

3

で

。

、

1

と

ζ

ま

福

月

館

た

と

人

と

い

戦

冥

0

育

し

あ

1

る

な

大

の

1

体

ま

た

者

析

さ

界

柱

、

校

れ

げ

列

を

出

世

2

る

学

わ

さ

参

福

を

次

1

去

小

行

き

に

冥

者

二

2

、

原

し

を

塔

の

牲

第

者

が

押

加

う

の

霊

犠

ら

没

祭

ら

参

と

霊

の

な

か

戦

霊

か

が

黙

慰

者

う

た

争

る

慰

分

り

の

た

没

よ

し

戦

け

同

o
余

聞

れ

戦

の

ま

清

お

合

3

名

分

ま

、

乙

い

自

に

者

時

百

1

囲

し

と

合

内

没

1

三

に

花

度

い

広町和昭

212柱の冥福を祈る

しめやかに戦没者合同慰霊祭

を
お
乙
す
と
い
う
の
が
多
い
よ
う
で

す。
多
発
す
る
事
故
に
、
警
察
や
道
路

公
団
、
町
の
三
者
で
対
応
策
会
議
を

聞
き
、
早
急
に
標
識
等
の
設
置
を
行

う
-
計
画
で
す
が
、
道
路
の
整
備
を
し

た
り
、
安
全
施
設
を
作
っ
て
も
、
私

た
ち
一
人
一
人
が
ル
ー
ル
を
守
ら
な

い
限
り
交
通
事
故
は
な
く
芯
ら
な
い

の
で
す
。

h

リ
急
が
な
い
こ
と
。
を
事
故
防
止

の
第
一
と
心
得
、
運
転
者
は
交
通
ル

ー
ル
を
守
り
、
常
K

h

q

譲
り
合
う
h
q

気
持
ち
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
弓
ノ
。総

合
優
勝
に

河

東

中

島

十
月
十
日
体
育
の
日
、
恒
例
の
第

二
十
回
町
民
体
育
祭
が
押
中
グ
ラ
ン

l人 l人が献花し戦没者の冥福を祈る

ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

前
日
ま
で
心
配
さ
れ
た
雨
も
あ
が

り
、
乙
の
日
は
絶
好
の
ス
ポ
ー
ツ
日

よ
り
、
秋
空
の
下
、
若
い
人
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
き
わ
や
か
な
汗
を
流
し

ま
し
た
。

総
合
成
績

優

勝河
東
中
島

準
優
勝

押

越

三

位上

河

東

青
少
年
の
非
行
防
止
は

私
た
ち
み
ん
な
の
手
で

2転3転する得点lこ務審票読みも対tし

十
一
月
は
青
少
年
健
全
育
成
強
調

月
間
で
す
。
こ
の
機
会
民
各
家
庭
や

地
域
に
お
い
て
、
健
全
育
成
の
推
進

に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

今
回
の
重
点
目
標
は
次
の
よ
う
な

乙
と
で
す
。

ω日
常
の
あ
ら
ゆ
る
場
で
、
仲
間
と

共
同
し
て
、
社
会
参
ノ
加
活
動
を
率
先

し
て
行
う
よ
う
促
し
ま
し
ょ
う
。

ω地
域
の
子
す
べ
て
を
我
が
子
と
同

様
に
見
守
る
運
動
や
、
好
ま
し
い
地

域
環
境

e

つ
く
り
の
整
備
。

ω過
保
護
、
甘
や
か
し
を
排
除
す
る

な
ど
の
正
し
い
親
の
態
度
に
つ
い
て

の
再
認
識
、
親
と
子
の
話
し
合
い
を

励
行
し
ま
し
ょ
う
。



報

九
月
一
日
付
広
報
に
、
昭
和
町
の

亙
一
言
を
掲
載
致
し
ま
し
た
が
、
引
続

支
発
表
し
ま
す
。
ま
だ
手
を
つ
け
た

ば
か
り
で
あ
り
、
ま
た
、
九
月
、
十

月
は
何
か
と
用
事
が
多
く
、
十
分
な

研
究
が
出
来
な
か
っ
た
。
し
か
し
な

が
ら
皆
き
ん
が
親
し
み
ゃ
す
い
よ
う

に
と
心
掛
け
た
。

先
日
、
県
の
図
書
館
で
調
べ
も
の

を
し
よ
う
と
思
っ
て
出
か
け
た
が
、

最
近
中
坐
4

校
の
生
徒
が
だ
い
ぶ
方
言

争
勉
強
し
て
い
る
の
で
、
本
も
相
当

貸
出
を
行
っ
て
い
る
と
係
員
が
話
し

て
く
れ
た
。
現
在
教
育
や
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
の
普
及
に
よ
り
、
家
庭
で
も
、

会
合
で
も
方
言
を
使
う
の
は
、
極
く

一
部
の
老
人
に
す
ぎ
な
い
時
、
古
い

も
の
を
勉
強
し
よ
う
と
す
る
中
学
生

達
が
あ
る
乙
と
は
、
大
変
心
強
い
思

い
が
致
し
ま
し
た
。

前
固
に
も
申
し
た
通
り
、
昭
和
町

に
独
特
の
方
言
は
な
い
よ
う
で
、
甲

州
左
一
=
ロ
の
内
、
甲
府
盆
地
周
辺
の
国

中
地
方
の
方
言
が
一
般
的
で
あ
る
。

今
国
中
方
言
で
他
県
人
K
判
り
難

い
も
の
を
あ
げ
る
と
、
け
け
る
・
と

ぶ
・
く
む
・
も
も
か
す
・
よ
も
う
・

昭
和
町
の
方
言

広町和昭(7) 

郷
土
研
究
部
長

の
ぶ
い
な
ど
で
あ
り
ま
す
。

け
け
る
H
物
を
載
せ
る
こ
と
を
「

け
け
る
」
「
の
つ
け
る
」
「
け
け
と

く
」
な
ど
と
云
う
。
今
で
も
よ
く
棚

に
け
け
と
い
て
く
れ
な
ど
の
言
葉
を

聞
き
ま
す
。

と
ぶ
日
走
る
こ
と
を
「
と
ぶ
」
と

云
う
の
は
甲
州
独
特
の
も
の
の
一
つ

で
、
「
と
び
っ
こ
」
は
か
け
っ
こ
、

か
け
く
ら
べ
の
こ
と
で
あ
る
。
東
京

に
い
る
孫
に
運
動
会
で
と
び
っ
こ
を

泊
市

A
J

し
て
一
等
に
な
っ
た
そ
う
だ
ね
、
褒

美
を
や
ろ
う
か
と
云
っ
て
も
、
と
び

っ
乙
つ
て
な
あ
に
と
云
わ
れ
る
。

く
む
・
く
み
つ
乙

H
交
換
す
る
乙

と
。
東
京
へ
行
っ
た
つ
い
で
に
、
デ

パ
ー
ト
で
買
物
を
し
た
時
ー
も
し
気

に
入
ら
な
い
時
は
、
く
ん
で
く
れ
る

か
と
聞
い
た
ら
、
ど
う
い
う
事
で
す

か
と
た
づ
ね
ら
れ
た
。
庖
員
に
は
く

む
と
い
う
乙
と
が
判
り
難
い
よ
う
だ

つ
た
。よ

も
う
・
よ
ま
あ
れ
る
H
叱
る
、

叱
ら
れ
る
を
云
う
、
い
た
づ
ら
を
し

て
よ
ま
あ
れ
た
な
ど
之
云
う
。

も
も
か
す
U
く
す

τ

ぐ
る
こ
と
。

も
も
っ
ち
い

H
ノ
M
す
ぐ
っ
た
い
。

雨

宮

侍

4
4

の
ぶ
い
け
ず
ぶ
と
い
、
し
ぶ
と
い
、

ず
う
ず
う
し
い
、
大
胆
と
い
う
場
合

に
も
使
う
。
な
ん
ぼ
う
云
っ
て
も
い

う
こ
と
を
聞
か
な
い
の
ぶ
い
者
だ
な

ど
と
い
う
。

う
ん
だ
あ
H
俺
と
い
う
意
味
、
ま

た
私
た
ち
は
、
う
ん
だ
あ
ん
と
う
日

と
い
っ
て
い
る
。
昭
和
町
付
近
独
特

の
言
葉
の
よ
う
な
気
が
す
る
が
、
都

内
の
河
口
で
は
俺
た
ち
と
い
う
意
味

に
、
う
ん
だ
あ
、
う
ん
だ
ち
を
使
う
。

韮
崎
付
近
で
も
私
た
ち
と
い
う
意
味

に
、
う
ん
だ
あ
、
う
ら
ん
と
う
も
使

う
よ
う
で
あ
る
。

次
に
、
あ
・
い
・
う
・
え
・
お
順

に
よ
っ
て
書
い
て
み
る
。

あ
乙
い
H
か
か
と
。
全
国
各
地
で

い
ろ
い
ろ
の
言
い
方
が
あ
る
よ
う
で

あ
ぐ
ち
、
あ
く
つ
な
ど
と
も
云
う
。

あ
り
ん
ど
う
H
蛾

い
せ
き
H
婿
、
元
来
は
相
続
人
の

乙
と
を
云
う
の
で
あ
る
が
、
一
般
に

は
婿
・
養
子
の
こ
と
を
云
う
。

う
ま
い
れ

N
田
畑
へ
入
る
道
で
、

昔
は
馬
を
耕
作
に
使
っ
て
い
た
の
で

乙
の
名
が
あ
る
。
公
有
地
に
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

う
ま
し
H
百
目
柿
の
赤
く
透
き
通

る
よ
う
に
熟
し
た
も
の
を
云
う
。
昔

稲
扱
の
時
、
お
茶
菓
子
に
ζ

の
う
ま

し
を
出
す
が
冷
た
く
、
甘
味
が
あ
っ

て
何
ん
と
も
云
え
な
い
味
が
し
た
。

え
ん
の
こ
日
犬
の
子
、
え
ん
ま
る

と
い
う
地
方
も
あ
る
。

お
ぽ
乙
さ
ん
H
圏
中
一
般
に
は
蚕

の
乙
と
、
郡
内
で
は
お
し
ら
さ
ん
と

一一ゃっ。ぼ
乙
リ
小
児
の
こ
と
。
郡
内
で
は

あ
か
と
云
う
。
し
た
が
っ
て
出
産
祝

は
国
中
で
ぽ
乙
み
、
郡
内
で
は
あ
か

み
と
云
う
。

お
ぶ
い
ば
ん
て
ん
H
ね
ん
ね
こ
。

お
じ
が
み
さ
ん
日
氏
神
様

お
ぶ
つ
く
H
お
仏
供
で
、
神
仏
に

供
え
た
菓
子
、
だ
ん
と
、
果
物
な
ど

を
云
う
。

お
し
い
ば
ち

U
無
理
強
い
。

お
な
け
え
り
H
朝
食
と
昼
食
と
の

間
の
食
事
、
午
前
十
時
頃
の
間
食
。

お
よ
う
だ
け
U
午
後
三
時
頃
の
食

事
、
午
後
の
間
食
。

お
お
や
け
同
族
の
中
で
本
家
を
お

お
や
と
云
い
、
分
家
を
し
ん
や
、
し

ん
た
く
な
ど
と
云
う
。

か
け
の
H
大
き
な
風
呂
敷
。

乙
ま
ん
ざ
れ
え
H
熊
手
の
乙
と
。

最
紅
は
鉄
線
で
作
っ
た
も
の
も
あ
る

が
、
多
く
は
竹
を
割
っ
た
も
の
を
曲

げ
て
作
っ
た
。

乙
じ
ゅ
づ
け
H
小
姑
づ
け
は
、
花

嫁
の
妹
ま
た
は
親
戚
の
者
が
つ
い
て

い
っ
て
、
お
色
直
し
な
ど
を
手
伝
う
。

し
り
み
の
く
ち
日
田
の
水
の
落
ち

口。

わ
ら

ね
乙
ぎ
H
藁
で
編
ん
だ
大
き
な
む

し
ろ
の
乙
と
。
昔
は
居
間
へ
も
敷
い

た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

は
な
ど
り
、
し
ん
ど
り
リ
田
を
動

い
た
り
、
掻
い
た
り
す
る
時
、
馬
を

引
張
っ
て
歩
く
人
が
は
な
ど
り
で
、

後
か
ら
鋤
を
押
え
て
い
く
の
が
し
ん

ど
り
で
あ
る
。
現
在
は
全
部
機
械
で

行
う
の
で
と
の
言
葉
は
老
人
以
外
に

は
わ
か
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

ゆ
き
わ
れ
ま
め
H
そ
ら
ま
め
の
こ

ル」
0

わ
に
っ
か
、
わ
に
わ
に
川
ふ
ぎ
け

る
こ
と
を
わ
に
っ
か
、
わ
に
わ
に
す

る
と
云
う
。

以
上
昭
和
町
及
び
ζ

の
付
近
で
使

わ
れ
て
い
た
方
言
を
書
き
ま
し
た
が
、

非
常
に
不
備
の
点
が
多
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
と
指
導
を
お
願

い
し
ま
す
。
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丘
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胃可燃物・不燃物収集日=

日程 曜日 内 容 地区名

昭 和

母子健康手帳交付
及び妊婦相談日

町 広 報

3種 混 合 予 防 接 種 - -

1 1月24日附
ヰ決公民館

午後1時'""-'2時

(8) 

2日 月 もえる物

4日 水 ガラス類

全地区

。
日時 11月7日出

.21日出

午前9時--11時30分

場所中央公民館

※当日日鑑をお持ちく

実胞日時

場 所

該当児 ・昭和54年3月1日から昭和54年 8月31日

までの出生児(第1期3回目)

5日 木 もえる物

9日 月 " 
12日 木 。
1 6日 月 " 
1 8日 水 金属類

19日 木 もえる物

20日 金 金属類

24日 火 もえる物

26日 木 か

30日 月 // 

" 。
// 

// 

西条地区

全地区

押原・常永

全地区

。
か

ださい。出来るだけ

本人の届出をお願い

します。

=不用犬収集日=

日時 1 1月6日働

午前10時

場所旧役場前

・師日52年12月 25日から開口54年 2月2

8日までの出生児(第 1期3回目)

・第1期3回目を接種した日から 1年以上が過ぎ

1年6カそ月以内に第2期目が該当する幼児

携行品母子健康争懐・陪鯵票

= 1歳 6か月児健康相談--

実施日時

d 場所

該当時

1 1月19日同午後1時---2時

中貯ム民館

瞬間 5年3月1日から時日55年 5月31日ま

での出生児

携行品母子健康苧脹・健蔚笥診票

指定場所に当日午前 8時 30分 ※収集車が来るまで ※智』票出各項記入のうえ当日受付けへ提出してください。

までにお出しくださL可。 飼主もいっしょに
いてくださ(，"¥。 現児整形外科検診--

乳児健康相談日--

受付時間

午後1時30分

~午後2時

実施日時 1 1月11日制午後1時---2時

勝 L食指尊午後2時---2時30分

場 所ヰ決公贈官

携行品 母子健康苧帳・食べものlと-:J(，"¥ての問診票

パスタオル・オムツ・ミルク

該当児旺蜘 56年6月1日から蹄日56年9月30日ま

での出生児

携行品母子健康手帳

ド・~・~・~・~・~・~・~・~・~・~・~・~・~・~・~・~・~・~・~・~・~・~・---."l. 

J算要援秋小室E 斉位土柳 患弘山 林野氏 藤山橋撞氏 霜ぉ i 

さ 貴 一 五 一 め
=秋期ポリオ生ワク投与=

・ 慎健拓忠大涼つ名 代時和幸名 十 、、 . 
{也太児史輔子子、出美J彦九才 婚主 と~実施日時 1 1月 16日伺)

l功信己和元陽丸 八 づ i 午後 1時-2時

(名一好男彦栄 -2 Z ζカ j場 所中央公民館

( 西西清西西西西 生 上 西 姻 Eira方{該当児・昭和 55年 8月

: 条条水条条条条住 型 条 住 伊 N:凡日から師日56年1月31日

{二 二 新 二 一二二所 三 二所 登 俺場ド~ までの他児(2回目)

:区区居区区区区 区 区 ち ・時日56年2月1日から昭和

;目日誌吉宗本制日時宮本持室開白書 56年7月31日で;;?
i 雲大代語圭 敬亜寿 彩寛ぐ由 衣代純く雄淳美 1・冊目 55年8月1日以前、 4歳
j格紀輔子子佑 剛 太 希 哉 恵 子 章 み 佳俊子美一子治一子・

l 以下の未接種の人
義忠正敏教幸 聖千良健泰賢 富博耐玄佳久慈賢芳進・

仁士 J携行品母子健康手帳
j行美悟夫夫男光春文次好造 男徳三雄記紀昭治己 -l 問診票

t西西西よ河西築西よ占西西押上主河西西西押よ清西 J※なお、追加は 11月 30日
;条条条例 条地条剖同条条 河河東条条条 河水条・
、一一 一東一年東東 東乗 員 i 午後 1時-2時陀実施しま

新二一一二二 一一中新二一 一 新 一

! 区 区 区 区 西区民区雇雇区区越医医島田区区越雇居区{ す。

い~・~・~・~・~・~・~・~・_.-・~・~・~・~・~・~・~・~・~・~・~・~・-.~


